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生命の進化が Dissymmetricの代謝であり，物質の Dissymmetricmol巴cul はその化






からである。 L Pasteusのいう宇宙説や生命観にての Dissymmetricで宇宙があり，生





＝旋光性〉 知られた。最近 (1967年） Meadow, Marligらが Enzym巴（タンパク）の Bin-
ding siteに活性を表示する NuclearMagnetic Resonanceが関与するとの報告で，結合
する Aminoacid sequenceを変異することになると推察もされる。すなわち Wanka,
Muldersら (1967）報告の Aminoacid sequenceを決定するに Chlorellaで光線の影響
によることを述べている。 生体タンパク（酵素ホルモンも〉の流動的変異の分子構造は時
々刻々アミノ酸残基の左から右側へと Conversionof the amino acid s巴quenceが光線，
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温度， PHの影響で変異する。また Speciesspecificity in protein Synthesis （生物進化〉
にみる Aminoacid sequeuじ巴 の変異を ParisiMulldorsらが報告した。かくて著者らの
研究対象なる Tumorcell内での Lowmolecular weight Ribonucleic acid も生合成さ
れることを Burdon,Maotinらが報告した。また Tumorcellの Nucleicacid metabolism 
の変化が酸素高圧下でおこることら Watari,Hisigawaが報告りている。
牛の chymotrypsinogenタンパク中に L-Asparagin残基があることを Melaun,Kuby 
が報告し，L-Asparaginaseをモルモット血清からえてTumor治療に効果をあげ， E Coli 






う著者らは，L Pasteurの Ideaに追従して進めるものである。すなわち L.Pasteurの
旋光能を測ったのと同様に，光学分割法に従って，目立分光光度計とその自動記録計とを使
用して，吸光度から電子密度を測定することで活性基を確認している。（これが百年記念研















F. Wunka, Muldrs: Mikrohiol 58, 257 (1967) 
Bparisi, G Milunesi : I.Mol Biology 28, 295 (1967) 
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ヘパリンNMRスベクトル C伺MH,O,O（長谷JI＼，鈴木）
長谷川，鈴木，瀬野，平野：ムコ多糖の構造と機能70(1967) 
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からあらわれる NMRスペクトルが，下記のようなへパリン・メチレンフゃルー複合体の
誘導コトン（Cotton）効果と，吸収極大とでみられるよ うに，吸収極大（mp）の波長 Lや
吸光度や（山の高さ） q （波幅〕でみられる電子密度である。へパリンメ チレンフールー複



















ムコ多糖メチレンフツレー 複合体誘導コ トン効果と吸収スベクトノレ極大山 （mμ）を示す
先哲 L Pasteur開視の生物物理化学 Dissymmetric
とfljJj高性 〔百余年を記念する研究実験〕 5 
m uco-pohysaccharide雲状物の表面に Oligosaccharide の校鎖の存在で遷元糖となるこ
とを示している。 muco-polysaccharideの特徴である分子構造を検出するに役立てている。
シイタケ （椎茸）の多糖 mucopolysacchar e tこみる，メチレンブルー複合体の Cotton
E妊巴ctなる eq配向による吸収スペクトル極大山 （m,u）の変異は，制がん性 （生理反応〉の
薬効を示すものである。 同一な薬効を後述のセスキテルペン誘導体にみるとき， Cotton 
e丘ectの eq配向による吸収スベク トル変異も同一である。
シイタケ多糖（制がん剤〉が塩基性色素のメチレンフやルーと複合体をつ くり， Cotton 
e日ectを吸収スベクトルに与えて シイタケ多糖単体の吸収スベク トル243rnμ における
Absorbance吸光度（Lm×10 3対数〉電子他c度 （遷移エネルギー） が低下する。 この現
象は， i高塩基性のがん毒素，たとえぽプトレネシン其他アミ ン塩基と複合体をつくるこ と




目 〔実験〕木香 Heliangine（キクイモ葉〕及 Rishitin（ジャガイモ塊茎）帝I］がん性の
セスキテルペン構造にもつ近似性 〔Histidine)
抗腫蕩性物質なるものに，セスキテルベンの g巴rmacranolide型のものを，フ ロリダ、産
キク科植物 El巴phantopuselatasからえてし、る Kupchan らの報告がある。 またキク科植
物 Helianthustu berosus （キク イモ業〕からえた Germacranolide型セスキテルペンの
Heliangineが Schmialek らによ り抗ジペリン作用生長阻止作用あるものの抗がん性を報






これらセスキテ レベン系成分中には活性官能基を帯同し， 2イ闘の OH 基とメチル基の
相互関係に NMRのカップリン定数がみられるよ うに， NMR 吸収スベクトルを表わす
ものが多いこ とが知られている。 この活性基こそ抗腫蕩性や制がん性をうむ素 因であろ
う。この活性官能基を生むセスキテルベン構造を，各種の生理活性を有するものにつき河
津により比較する。
S. M Kupchan : 
P. Schmialek: Z. Natur forsoh 166, 461 (1961) 
富山正宗 ：化学と少物 5,659 (1967) 
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Elephantopus elatusの Eupatorium rotundifohum 
tJi;Jlil:痕性物質 からの抗臆揚性物質
elephatm euparotm 












大値229mμ における吸光度1.85 Im ×10 3'i(;j"数が 1.59まで減耗した量0.26 Im ×10→に相
河津 ：化学 23, 857 ( 1968) 
































































（がん DNA・RNApolgm巴rase)Specific lnhibitorとなDNA Polymerase）活性阻害と
る Alkglate剤に mucopolysaccharide （海草ム コ Algine酸）同様キクイモ茎葉セスキ
しかもエネルギー源の吸収スベクトル極大値230
mμ-250 270mμ にみること各種ムコ多糖とセスキテルベン誘導体とに共通である。
テルペン誘導体もはたらくものである。
